
月
１
日
か
ら

月

日
ま

で
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
島
原
市

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
募
金
の

配
分
金
を
活
用
し
、
児
童
の
健

や
か
な
成
長
と
交
通
事
故
防
止

を
願
い
、
毎
年
市
内
の
小
学
１

年
生
全
員
に
黄
色
い
傘
を
贈
っ

て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
民

力
。
６
班
に
分
か
れ
担
当
民
生

平
成

年
か
ら
始
め
た
こ
の

生
委
員
協
議
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ

委
員
の
案
内
で

件
の
高
齢
者

事
業
も
今
年
で

年
目
に
な
り

し
関
係
業
者
の
協
力
を
得
て
、

宅
を
訪
問
し
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
の

ま
し
た
。

ひ
と
り
ぐ
ら
し
高
齢
者
家
庭
の

着
火
状
況
の
確
認
、
ホ
ー
ス
の

月

日
、
市
内
の

校
を

安
全
点
検
と
安
否
確
認
を
目
的

点
検
、
コ
ン
ロ
の
清
掃
な
ど
を

代
表
し
島
原
市
第
一
小
学
校
で

に
、

月

日
に
ガ
ス
器
具
、

行
い
、
古
い
ホ
ー
ス
や
電
池
を

黄
色
い
傘
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ

月

日
に
電
気
器
具
の
安
全

交
換
し
ま
し
た
。

ま
し
た
。

点
検
を
行
い
ま
し
た
。

点
検
を
受
け
た
高
齢
者
か
ら

贈
呈
を
受
け
た
第
一
小
学
校

こ
の
活
動
は
平
成

年
か
ら

は
「
自
分
で
は
で
き
な
い
の
で

１
年
生
の
児
童
ら
は
「
あ
り
が

毎
年
行
っ
て
お
り
、
今
年
で
９

来
て
い
た
だ
い
て
助
か
り
ま
し

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
切
に
使

回
目
と
な
り
ま
す
。

た
。
こ
れ
で
安
心
し
て
使
え
ま

の
ス
タ
ッ
フ

人
が
ボ
ラ
ン
テ

い
ま
す
。
」
と
大
き
な
声
で
お

す
」
と
喜
び
の
声
を
い
た
だ
き

ィ
ア
と
し
て
協
力
。
７
班
に
分

礼
を
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
し
た
。

か
れ
担
当
民
生
委
員
の
案
内
で

西
部
ガ
ス
島
原
営
業
所
と
長

件
の
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、

崎
県
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
協
会
島
原

ブ
レ
ー
カ
ー
の
点
検
や
電
気
器

ま
た
、
有
明
地
区
で
は

月

部
会
青
年
部
の
ス
タ
ッ
フ

人

島
原
電
気
工
事
協
同
組
合
青

具
の
軽
修
理
、
蛍
光
灯
の
交
換

８
日
に
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協

年
部
と
九
州
電
力
島
原
営
業
所

を
行
い
ま
し
た
。

を
対
象
に
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
実

点
検
を
受
け
た
男
性
は
「
て

各
地
区
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら

施
。
２
１
７
人
に
手
作
り
の
お

い
ね
い
に
点
検
を
し
て
も
ら
っ

し
高
齢
者
と
地
域
の
方
々
と
の

弁
当
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

た
う
え
に
蛍
光
灯
ま
で
無
償
で

交
流
を
目
的
に
、
会
食
会
が
行

高
齢
者
か
ら
「
と
て
も
お
い

交
換
し
て
も
ら
っ
て
、
た
い
へ

わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
っ
た
。
毎
日
の
食
事
に
注

ん
感
謝
し
て
い
ま
す
。
」
と
お

こ
の
食
事
会
は
地
区
社
協
の

文
を
し
た
い
く
ら
い
だ
。
」
と

礼
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

活
動
と
し
て
、
民
生
委
員
協
議

喜
び
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

会
・
町
内
会
自
治
会
連
絡
協
議

会
・
婦
人
会
な
ど
が
協
力
し
、

開
催
時
期
や
調
理
担
当
、
運
営

責
任
者
な
ど
の
役
割
分
担
を
決

め
、
自
分
達
の
町
は
自
分
達
の

手
で
良
く
し
て
い
こ
う
と
い
う

意
識
の
も
と
進
め
て
い
ま
す
。

し
て
い
る
と
誰
と
も
話
さ
な
い

食
事
の
後
に
は
唄
や
踊
り
の

日
が
あ
る
の
で
、
こ
の
食
事
会

他
、
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
を
行
う

は
み
ん
な
で
食
事
が
で
き
楽
し

地
区
も
あ
り
、
各
地
区
で
思
考

み
に
し
て
い
ま
す
。
」
と
い
う

を
こ
ら
し
た
会
と
な
っ
て
い
ま

言
葉
に
、
関
係
者
は
会
の
大
切

す
。
参
加
者
の
「
一
人
で
暮
ら

さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

ＳＨＩＭＡＢＡＲＡ

２００９
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点
検
し
て
も
ら
っ
て
安
心
し
ま
し
た
」

ガスコンロを分解点検しながら高齢者と笑顔で▲

会話をする点検スタッフ

蛍
光
灯
を
交
換
す
る
点
検

ス
タ
ッ
フ
と
そ
れ
を
見
守
る

高
齢
者
と
民
生
委
員

▲

困ったら、悩んだら

心配ごと相談所へ

◆島原市福祉センター

（島原市霊南一丁目１７）

電話６４－７０５０

毎月第１・３火曜日 午後１時～４時

◆島原市有明福祉センター

（島原市有明町大三東戊1352）

電話６５－９０９０

毎月第２・４水曜日 午後１時～４時

社会福祉協議会では福祉の

相談はもちろん、あらゆる

相談を相談員が丁寧にお受

けします。

10

21

10

28

13

15

60

ガ
ス
器
具
点
検

電
気
器
具
点
検

27

93

▲担当地区を確認し点検の

準備をするスタッフ

10

12

31

10

12

10

15

10

赤い羽根共同募金
小学１年生に黄色い傘を贈る

▲黄色い傘を受け取り記念撮影をする第一小学校１年生

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

会
食
会

地
区
社
協
が
行
う

高
齢
者
宅
を
訪
問
し
弁
当

を
手
渡
す
民
生
委
員

▲

12

有
明
地
区
で
は
配
食

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
民
生
委
員
・
社
協
が
連
携



月

日
と

日
、
島
原
工

業
高
校
で
地
域
の
高
齢
者
を
ま

香
典
返
し

手
話
講
習
会
を
受
講
中
の
方

ね
い
て
、
郷
土
料
理
（
具
雑
煮

を
対
象
に

月

日
、
手
話
講

と
寒
ざ
ら
し
）
作
り
を
行
い
ま

原
賀
キ
ク
ヱ

蛭
子
町
二
丁
目

野
崎
享
助

前
浜
町

平
尾

明

堀
町

演
会
を
島
原
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

し
た
。

入
江
仁
司

高
島
二
丁
目

小
畑
文
博

下
折
橋
町

園
田
継
絆

緑
町

で
行
い
約

人
が
参
加
し
ま
し

こ
の
講
習
会
は
家
庭
科
授
業

佐
藤

傳

緑
町

森
川
政
則

湊
道
二
丁
目

松
田
俊
司

万
町

た
。

の
一
環
と
し
て
、
地
域
の
高
齢

川
鍋
正
晴

福
岡
市
中
央
区

佐
藤
泰
造

緑
町

石
本
幸
紀

稗
田
町

講
師
に
長
崎
県
ろ
う
あ
福
祉

者
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
高
齢

林
田
三
枝
子

南
崩
山
町

三
村
勝
義

山
寺
町

本
多
義
一

本
町

協
会
の
平
田
保
宏
先
生
を
迎
え

者
を
敬
う
気
持
ち
を
養
う
こ
と

佐
藤

宏

浦
ノ
川

吉
井
テ
ル
子

新
馬
場
町

山
下
由
紀
子

下
折
橋
町

「
聴
覚
障
害
者
の
暮
ら
し
と
手

と
、
郷
土
料
理
の
食
材
と
作
り

櫨
本
文
江

亀
の
甲
町

田
島
万
裕

湊
道
二
丁
目

塚
本

勝

大
下
町

話
の
基
礎
知
識
」
と
い
う
テ
ー

方
を
知
り
、
食
文
化
の
伝
承
を

田
浦
正
高

稗
田
町

片
山
義
文

杉
山
町

杉
本
龍
英

中
町

マ
で
、
手
話
の
歴
史
や
生
活
上

目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

北
浦
君
代

油
掘
町

中
川
惠
勝

上
の
町

友
成
友
子

萩
が
丘
二
丁
目

の
困
り
ご
と
な
ど
、
ろ
う
あ
者

２
日
間
合
わ
せ
て
約

人
の

前
田
昌
洪

霊
南
二
丁
目

杉
永
ア
イ
子

中
尾
町

有
馬
ト
キ
子

秩
父
が
浦
町

で
あ
る
平
田
先
生
の
体
験
談
を

り
や
す
く
話
し
て
い
た
だ
き
ま

高
齢
者
の
指
導
の
も
と
、
機
械

鳥
飼
マ
ス
子

湖
南
町

本
多
静
恵

南
崩
山
町

長
岡
ス
イ
子

上
の
原
三
丁
目

ま
じ
え
た
り
、
参
加
者
に
ジ
ェ

し
た
。

本
多
公
助

南
下
川
尻
町

本
田
泰
敏

湊
町

岸
田
明
広

大
三
東
乙

ス
チ
ャ
ー
で
言
葉
を
表
現
し
て

聴
覚
障
害
者
は
、
肢
体
障
害

細
山
卓
爾

下
川
尻
町

小
田
新
一

湯
江
丁

も
ら
っ
た
り
し
な
が
ら
、
分
か

者
や
視
覚
障
害
者
と
違
っ
て
、

科
と
電
子
機
械
科
の
２
年
生
が

平
山

稔

寺
町

古
川
貴
一

大
三
東
乙

見
た
だ
け
で
は
分
か
り
に
く
い

料
理
に
挑
戦
。
試
食
の
後
は
、

宇
土
文
弘

柏
野
町

吉
田
政
輝

湯
江
甲

障
害
で
「
聞
こ
え
な
い
」
と
い

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
交

井
上

誠

中
堀
町

伊
達
カ
ズ
子

大
三
東
丙

う
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
の

流
を
は
か
り
ま
し
た
。
生
徒
は

酒
井
茂
乗

下
折
橋
町

金
子
ツ
ナ

大
三
東
丙

が
大
変
で
す
。
周
囲
の
人
は
手

「
一
緒
に
作
り
、
高
齢
者
の
温

坂
口
靖
子

桜
門
町

植
木
靖
久

白
山
町

話
が
で
き
な
く
て
も
身
振
り
や

か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
」
と
話

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

挑
戦
し
て
み
た
い
。
」
「
こ
れ

北
島
ト
ミ
コ

大
三
東
丙

天
野
和
彦

湖
南
町

筆
談
な
ど
で
、
ろ
う
あ
者
と
コ

し
、
高
齢
者
は
「
学
生
さ
ん
か

（
基
礎
課
程
）
閉
講
式
を

月

か
ら
も
学
習
を
深
め
、
聴
覚
障

村
里
貴
久

湯
江
甲

宮
地
光
晴

筑
紫
野
市

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て

ら
元
気
を
も
ら
い
楽
し
い
時
間

日
に
行
い
、

人
が
修
了
証

害
者
の
役
に
立
て
る
よ
う
に
な

井
川
貞
一
郎

湯
江
丙

本
多
久
剛

萩
が
丘
一
丁
目

ほ
し
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

が
過
ご
せ
ま
し
た
。
」
と
笑
顔

書
を
手
に
し
ま
し
た
。

る
こ
と
が
目
標
で
す
。
」
な
ど

加
末
房
子

湯
江
甲

諸
田
幾
男

有
馬
船
津
町

参
加
者
は
「
ろ
う
あ
者
の
生

で
学
校
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。

今
回
は
閉
講
式
の
中
で
、
受

の
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

森
田
正
人

湯
江
丙

一
般
寄
付

活
を
知
る
き
っ
か
け
に
な
り
勉

講
生
の
一
言
ス
ピ
ー
チ
に
対
し

石
川
千
代
子

大
三
東
甲

強
に
な
り
ま
し
た
。
」｢

１
つ

他
の
受
講
生
が
Ｏ
Ｈ
Ｐ
を
用
い

伊
達
義
明

湯
江
甲

永
野
浩
仲

福
岡
市
西
区

の
単
語
で
い
ろ
い
ろ
な
意
味
を

て
の
要
約
筆
記
を
行
い
、
基
礎

早
崎
勝
洋

弁
天
町
二
丁
目

遊
陶
会

持
っ
て
い
て
、
手
話
は
奥
深
い

課
程
で
学
ん
だ
成
果
を
披
露
し

雁
住

靖

新
山
三
丁
目

島
原
市
母
子
寡
婦
福
祉
会

と
思
い
ま
し
た
。
」
な
ど
の
感

ま
し
た
。

森
田
金
盛

新
馬
場
町

一
円
玉
寄
付

想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

受
講
生
は
講
師
か
ら
の
突
然

龍
山
不
二
男

山
寺
町

な
お
島
原
市
社
会
福
祉
協
議

の
一
言
ス
ピ
ー
チ
の
提
案
に
、

大
町
節
子

下
新
丁

加
藤
勝
彦

弁
天
町
一
丁
目

会
で
は
毎
年
５
月
か
ら
２
月
ま

あ
わ
て
る
場
面
も
見
ら
れ
ま
し

田
浦
み
さ
子

大
手
原
町

三
浦
英
子

城
内
三
丁
目

で
手
話
講
習
会
を
開
催
し
て
い

た
が
、
「
要
約
筆
記
の
３
原
則

廣
瀬
利
文

蛭
子
町
二
丁
目

上
田

新
山
一
丁
目

ま
す
。
手
話
を
学
ん
で
み
た
い

『
速
く
・
正
し
く
・
読
み
や
す

松
本
た
え
子

原
町

岩
本
初
義

大
三
東
甲

方
は
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
問

く
』
を
今
後
も
忘
れ
な
い
よ
う

徳
永
陽
子

城
西
中
の
丁

織
田
正
美

湯
江
丙

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

し
た
い
。
」
「
応
用
課
程
に
も

本
田
正
美

三
会
町

鍬

信
秀

新
町
一
丁
目

ろ
う
あ
者
の
生
活
を
学
ぶ

社
会
福
祉
事
業
へ
の
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
成

年

月

日
～
平
成

年

月

日

（
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

21

18

21

12

9

7

▲

手
話
講
習
会

特
別
講
演
を
開
催

10

15

30

要
約
筆
記

基
礎
課
程

人
が
修
了
証
書
を
手
に

12

11

28

12

平
田
先
生
の
講
話
に
真
剣

に
耳
を
傾
け
る
参
加
者
ら

講
話
す
る
平
田
保
宏
先
生

▼

高
齢
者
と
交
流

ホームページ開設から１年！！

平成２０年１２月１７日の島原市社会福祉協議会ホームペー

ジを開設からまもなく１年になります。

もうご覧になりましたか？

これまでの広報紙（しまばら社協だより）による情報の発信

に加え、ホームページを活用することでより多くの情報が提

供できるものと考えています。

社協の事業内容の紹介や、広報紙等の閲覧が可能です。

今後、少しずつ内容を充実させながら、最新の情報を提供し

ていきますので、ぜひご覧下さい。

http://www.shimabara-shakyo.or.jpアドレス

または「島原市社会福祉協議会」で

検索してください。
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オウム真理教犯罪により被害を受けた
方・ご遺族に給付金が支給されます。

オウム真理教による犯罪行為とは

地下鉄サリン事件・松本サリン事件そ

の他法律に定められた犯罪に限ります

■支給に関する問い合わせ先

長崎県警察本部警務課

犯罪被害者支援室

電話０９５-８２９-０４４７

■申請期限

平成20年12月18日から2年間

（期限～平成22年12月17日まで）

■支給対象

オウム真理教による犯罪行為により
・亡くなった方のご遺族

・障害が残った方

・傷病を負った方
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